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開会 午前 ９時２８分 

 

○書記（森田 公君） 改めまして、おはようございます。 

  ただいまから予算審査特別委員会を始めさせていただきます。 

  本日は、予算説明書、予算参考資料のナンバー４、５、９、公営企業会計予算説明書を使

いますので、ご用意願います。 

  それでは、委員長挨拶、清水委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 改めまして、おはようございます。 

  本日は、予算審査特別委員会の最終日でございます。 

  今まで、皆様のご協力でスムーズに進行しております。本日も、皆様のご協力によりスム

ーズに進行できますようご協力をお願いいたしまして、挨拶といたします。 

  ただいまの出席委員は18名です。定足数に達しておりますので、これより予算審査特別

委員会を開会します。 

  なお、小浦議員は欠席の旨の連絡がありましたので、報告いたします。また、松井委員、

藤原委員は遅刻の旨の連絡がありましたので、ご報告いたします。 

  本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（清水正二君） 本日は、特別会計６会計及び企業会計３会計の審査を行います。限

られた時間内の審査ですので、委員各位のご協力をお願いいたします。 

  審査に当たり、質疑は一問一答で簡潔にお願いいたします。また、当局側の答弁も簡潔に

説明していただきたいと思います。皆様のご協力をお願いいたします。 

  それでは、審査に入ります。 

  初めに、議案第34号 令和４年度甲斐市介護保険特別会計予算を議題といたします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入一括、歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  初めに、歳入について、一括で説明を求めます。 

  小池長寿推進課長。 
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○長寿推進課長（小池清美君） 改めまして、おはようございます。 

  長寿推進課より議案第34号 令和４年度甲斐市介護保険特別会計予算の説明をさせてい

ただきます。 

  議案書の127ページをお願いします。 

  介護保険特別会計の当初予算の総額は、歳入歳出それぞれ50億1,499万円と定めるもので

す。 

  それでは、予算説明書により歳入の説明をさせていただきます。 

  説明書の202、203ページをお願いします。 

  初めに、介護保険特別会計につきましては、歳出の９割以上を占めます介護給付、予防給

付などの歳出を見込み、それに対する歳入として、国・県・市の一定の比率による公費負担

のほか、65歳以上の第１号被保険者、40歳から65歳未満の第２号被保険者からの保険料が

主な歳入となります。 

  それでは、個々の説明をいたします。 

  １款１項保険料、１目第１号被保険者保険料、予算額11億6,499万円は、１号被保険者の

現年度分の年金天引きによる特別徴収及び普通徴収の保険料並びに滞納繰越し分の保険料で

ございます。 

  次に、２款分担金及び負担金、１項負担金、１目認定審査会負担金、予算額1,083万

7,000円は、介護認定審査会に係る経費のうち、甲斐市を除く中央市、昭和町からの負担金

で、中央市667万5,000円、昭和町416万2,000円となっております。 

  次に、３款使用料及び手数料、１項手数料、１目督促手数料、予算額16万5,000円は、保

険料未納者に対する督促手数料です。 

  ２目介護予防事業手数料、予算額43万8,000円は、訪問型・通所型介護予防サービス、介

護予防教室に係る利用者負担分でございます。 

  次に、４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、予算額８億8,800万

1,000円は、現年度分と過年度分の保険給付費に対する国の負担金でございます。 

  次に、２項国庫補助金、１目調整交付金、予算額１億1,699万7,000円は、介護給付費に

係る国からの交付される調整交付金で、各市町村の第１号被保険者の年齢、所得状況等の財

産状況により算定され、保険給付費の2.5％を見込んでおります。 

  ２目地域支援事業交付金、予算額2,529万1,000円は、地域支援事業の介護予防・日常生

活支援総合事業に係る国の交付金です。 
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  ３目地域支援事業交付金、予算額2,605万4,000円は、地域支援事業の包括的支援事業・

任意事業に係る国の交付金です。 

  ７目保険者機能強化推進交付金、予算額590万円は、市町村の高齢者に対する自立支援、

介護予防、重度化防止や給付費適正化に資する取組の実施状況に応じ交付される交付金です。 

  ８目介護保険保険者努力支援交付金、予算額530万円は、介護予防、健康づくり等に資す

る取組の実施状況に応じ交付される交付金です。 

  204、205ページをお願いします。 

  ５款１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、予算額12億6,357万7,000円は、40歳

から65歳未満までの第２号被保険者の負担分を社会保険診療報酬支払基金から保険者に対

し交付される現年度分と過年度分の負担金です。 

  ２目地域支援事業支援交付金、予算額2,731万5,000円は、地域支援事業に対する支払基

金からの交付金です。 

  次に、６款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金、予算額６億3,297万2,000

円は、保険給付費に係る現年度分と過年度分の県の負担金です。 

  ２項県補助金、１目地域支援事業交付金、予算額1,264万5,000円は、地域支援事業の介

護予防・日常生活支援総合事業に対する県の交付金です。 

  ２目地域支援事業交付金、予算額1,302万7,000円は、地域支援事業のうち、包括的支援

事業・任意事業に対する県の交付金です。 

  ３目介護基盤整備等事業費補助金、予算額4,254万円は、第８期介護保険事業計画におい

て整備を予定しております定期巡回・随時対応型訪問介護・看護施設と看護小規模多機能型

居宅介護施設等の整備に係る補助金です。 

  ４目介護基盤開設準備等事業費補助金、予算額2,155万1,000円は、３目で説明いたしま

した定期巡回・随時対応型訪問介護看護施設と看護小規模多機能型居宅介護施設の整備に係

る備品購入等に係る補助金です。 

  次に、７款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金、予算額24万3,000円は、

介護保険給付準備基金の利子であります。 

  次に、８款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、予算額５億8,498万

9,000円は、介護給付費に対する市の負担分でございます。 

  ２目地域支援事業繰入金、予算額1,264万5,000円は、地域支援事業のうち、介護予防・

日常生活支援総合事業に係る市負担分でございます。 
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  ３目地域支援事業繰入金、予算額1,302万7,000円は、地域支援事業のうち、包括的支援

事業・任意事業に係る市負担分でございます。 

  206、207ページをお願いします。 

  ４目低所得者保険料軽減繰入金、予算額5,682万円は、第１号被保険者保険料の11の所得

段階区分のうち、第１段階から第３段階の保険料の軽減に対する国・県・市の負担分となっ

ております。 

  ５目その他一般会計繰入金、予算額8,966万円は、介護保険係の職員給与費並びに介護認

定審査会における甲斐市の負担分と保険料の賦課徴収、その他一般事務に関する繰入金です。 

  ２項基金繰入金、１目介護保険給付準備基金繰入金、予算額1,000円は、存置で計上して

おります。 

  次に、９款１項１目繰越金から10款諸収入、２項雑入までの予算額各1,000円は、存置で

計上しております。 

  以上、歳入総額50億1,499万円となります。 

  歳入の説明は、以上です。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  所管は厚生環境常任委員会です。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 204ページの介護基盤整備等事業費補助金なんですけれども、県から

の補助、300万円、前年度より増えているみたいなんですけれども、整備するのは２つ同じ

なんですけれども、どういうお金が増えたんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 300万円、補助金のほうが増額になっておりますけれども、

この補助金につきましては、令和３年度から県で新たに実施しております介護施設における

みとりに対応できるよう、家族の宿泊のための個室だとかベッドの設置の費用を、限度額

350万円で補助する事業となっております。 

  新年度予算につきましては、昨年夏過ぎに市内の事業所に要望調査を行ったところ、１事
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業者から300万円の要望がありまして、新規で計上させていただきました。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  続いて、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） １点だけ、204ページの市の繰入金があるじゃないですか、５億

8,000万円。これの繰入れする基準というのは、どういう基準でこれだけの数字になるんで

すか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 市の繰入金につきましては、歳出のほうで保険給付費の負担

分と地域支援事業の負担分、また歳出のほうで説明いたしますけれども、職員の人件費、事

務諸費、連合会の負担金、賦課徴収費、認定調査等の費用、また介護認定審査会の費用が市

のほうから繰り出しとなります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、そういうことも含めて、総額でこうなるということで。 

  あと一点、前年度より増えている理由というのは、保険者が増えたとか、そういう何か理

由があるんですか。 

○委員長（清水正二君） 輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 主な増額の要因につきましては、保険給付費のほうで歳出総

額が１億2,000万円ほど増えておりますので、その分、市の負担分も増額となっております。 

  以上です。 

○委員（内藤久歳君） 了解です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 
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  ほかに質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  次に、歳出について、一括で説明を求めます。 

  小池長寿推進課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 続いて、歳出の説明を行います。 

  予算説明書の208、209ページをお願いします。 

  なお、説明は予算参考資料ナンバー５で行いますので、10ページをお願いします。 

  初めに、１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、01総務管理関係職員費、予算

額4,132万3,000円は、介護保険係職員の６人分の人件費です。 

  なお、財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金です。 

  次に、03事務諸費、予算額254万円は、介護保険に係るパンフレット、介護保険証の印刷

等の事務費ほか、各種通知等の郵便料です。 

  なお、財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金です。 

  次に、２目01連合会負担金、予算額106万6,000円は、介護給付費の審査支払事務を委託

している国保連合会への事務共同処理手数料です。 

  なお、財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金です。 

  次に、２項徴収費、１目01賦課徴収費、予算額531万9,000円は、第１号被保険者に係る

賦課徴収経費で、保険料の通知書や督促状の印刷・発送に係る郵送料等の経費です。 

  なお、財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金です。 

  次に、02賦課徴収関係会計年度任用職員等費、予算額230万円は、徴収嘱託員１名分の人

件費で、財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金と督促手数料です。 

  11ページをお願いします。 

  ３項１目01認定調査等費、予算額1,903万3,000円は、介護認定の新規申請・更新申請等

に基づき、申請者の身体等の状況を調査する認定調査員の報酬、認定調査委託料及び主治医

意見書作成費、郵送料等の事務費です。 

  なお、財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金です。 

  次に、４項１目介護認定審査会費、01介護認定審査会関係職員費、予算額820万円は、甲

斐市、中央市、昭和町で構成します介護認定審査会に勤務する甲斐市の正職員１人分の人件

費です。 
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  なお、財源内訳のその他は、構成市町の負担金及び一般会計からの繰入金です。 

  次に、03介護認定審査会費、予算額2,088万1,000円は、介護認定審査会委員20人分の報

酬並びに介護認定審査会の運営に係る事務費等になります。 

  なお、財源内訳のその他は、構成市町からの負担金及び一般会計からの繰入金です。 

  12ページをお願いします。 

  ５項１目01地域介護・福祉空間整備費等補助金、予算額6,409万1,000円は、令和３年度

に事業者を公募し、令和４年度に整備を行う定期巡回・随時対応型訪問介護・看護施設及び

看護小規模多機能型居宅介護施設の整備に係る補助金であります。また、介護施設等におけ

る看取り環境整備費補助金は県の地域医療介護総合確保基金事業補助金を活用し、市内事業

所の整備に対して補助金を交付するものです。 

  なお、財源内訳の国・県支出金は、県補助金で全額補助されます。 

  次に、２款の保険給付費につきましては、総額で46億7,991万3,000円の予算であります。

前年度と比べ１億2,746万8,000円の増額であり、主な要因は認定者の増加等によるもので

あります。 

  それでは、まず、財源内訳の説明をさせていただきます。 

  介護給付、予防給付などに必要な費用の50％が、国・県・市各負担割合により公費で賄

われ、残りの50％は、65歳以上の第１号被保険者の保険料と40歳から65歳未満の第２号被

保険者の保険料で賄われております。 

  それでは、内訳の説明を行います。 

  ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費は、要介護１から５までの方が在宅や短期入所

施設などにおいて利用する介護サービスに係る給付費です。 

  １目01居宅介護サービス等給付費、予算額20億6,438万4,000円は、訪問サービス、通所

サービス、短期入所サービス等の利用に対する給付費です。02居宅介護福祉用具購入等費、

予算額512万1,000円は、入浴補助用具、ポータブルトイレなどの福祉用具の購入に対する

給付費です。03居宅介護住宅改修等費、予算額1,000万8,000円は、廊下や階段等への手す

り・スロープの設置や段差の解消等の住宅改修に対する給付費です。 

  13ページをお願いします。 

  ２目01地域密着型介護サービス等給付費、予算額10億1,207万円は、自宅など住み慣れた

地域で気軽に利用できる各種サービスに関する給付費で、認知症対応型共同生活介護、地域

密着型介護老人福祉施設などのサービスに係る給付費です。 
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  ３目01施設介護サービス給付費、予算額９億2,186万6,000円は、介護老人福祉施設、介

護老人保健施設などの入所に係るサービス給付費です。 

  14ページをお願いします。 

  ４目居宅介護サービス計画等給付費、01居宅介護サービス計画給付費、予算額２億7,191

万1,000円は、居宅介護サービス計画作成に係る給付費です。 

  次に、２項の介護予防サービス等諸費は、介護度が要支援１と２の要支援者が在宅や通所

において利用する介護サービスに係る給付費になります。 

  １目01介護予防サービス等給付費、予算額6,222万3,000円は、訪問サービス、通所サー

ビス、短期入所サービスなどの給付費です。02介護予防福祉用具購入等費、予算額103万

8,000円は、福祉用具の購入に対する給付費です。03介護予防住宅改修費、予算額384万円

は、手すり・スロープの設置などの住宅改修に対する給付費です。 

  次に、２目01地域密着型介護予防サービス等給付費、予算額326万4,000円は、小規模多

機能型居宅介護施設の利用に伴う給付費です。 

  15ページをお願いします。 

  ３目01介護予防サービス計画等給付費、予算額1,262万円は、要支援認定者の介護予防サ

ービス計画作成に対する給付費です。 

  次に、３項その他諸費、１目01審査支払手数料、予算額599万4,000円は、介護報酬の審

査に伴う国保連合会への審査支払手数料です。 

  次に、４項高額介護サービス等費、１目01高額介護サービス費、予算額１億730万9,000

円は、要介護１から５までの要介護認定者が１か月に利用した介護サービスの自己負担の合

計額が所得ごとに決められた上限額を超え、高額になった場合、その差額を給付するもので

す。 

  16ページをお願いします。 

  ２目01高額介護予防サービス費、予算額48万円は、要支援１・２の要支援認定者に係る

もので、先ほどの高額介護サービス費の給付費内容と同様です。 

  次に、５項高額医療合算介護サービス等費、１目01高額医療合算介護サービス費、予算

額1,782万円は、要介護認定者に係る医療及び介護の１年間の自己負担の合計額が所得ごと

に決められた上限を超えた場合、差額を給付するものです。 

  次に、２目01高額医療合算介護予防サービス費、予算額51万2,000円は、要支援認定者に

係るもので、先ほどの高額医療合算介護サービス費と同様の内容です。 



－385－ 

  17ページをお願いします。 

  ７項特定入所者介護サービス等費、１目01特定入所者介護サービス費、予算額１億7,940

万8,000円は、要介護認定者の施設入所者で低所得の方の負担軽減のため、食費、居住費の

軽減措置の給付費です。 

  次に、２目01特定入所者支援サービス費、予算額４万5,000円は、要支援認定者に係るも

ので、先ほどの特定入所者介護サービス費の給付内容と同様です。 

  18ページをお願いします。 

  ３款の地域支援事業は、高齢者が居住地域において、できる限り自立した生活が送れるよ

う支援を行い、要介護状態になることの予防や改善を図るための事業です。 

  ３款地域支援事業費、１項介護予防生活支援総合事業費の財源内訳ですが、国・県・市、

２号被保険者の保険料、１号被保険者の保険料の各負担割合により計上しております。 

  １目介護予防生活支援サービス事業費、01訪問型サービス事業、予算額2,631万3,000円

で、訪問介護相当は、本人が自力で行うことが困難な掃除や洗濯等の家事支援を行うもので

す。訪問型サービスＡは、調理や食材の確保、ごみ出しなどの日常生活上の支援を行うもの

です。また、訪問型サービスＣは、専門職が自宅を訪問し、課題に応じたリハビリ等を短期

集中的に実施し、生活機能の維持・向上を図るものです。 

  02通所型サービス事業、予算額は4,815万1,000円で、通所介護相当は、介護予防を目的

として通所介護事業所において、入浴、食事の提供と日常生活の世話及び体操、レクリエー

ションなどにより、機能訓練を行うものです。次の通所型サービスＡは、閉じ籠もり等を予

防するため、体操やレクリエーション、仲間づくり等の活動を行うものです。次の通所型サ

ービスＣは、リハビリ専門職による筋力向上訓練を実施し、身体機能の改善を図る事業です。 

  03生活支援サービス事業、予算額61万5,000円は、総合事業として実施しております配食

サービスに係る経費で、要支援１・２の認定を受けた方、基本チェックリストで該当になっ

た方を対象としています。 

  なお、生活支援サービス事業で対象とならなかった方については、この後説明します任意

事業で実施しています配食サービスで対応しております。 

  04介護予防ケアマネジメント事業、予算額937万9,000円は、総合事業のみを利用する要

支援者及び基本チェックリストで該当になった方のケアプランに係る経費です。 

  ２目一般介護予防事業費、02一般介護予防事業、この一般介護予防事業は、65歳以上の

方を対象に、介護予防に関する知識等の普及啓発、体操教室等の開催による介護予防活動や
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地域の活動支援等の取組を行っております。 

  ①介護予防普及啓発事業、予算額499万2,000円は、いきいき健康体操教室などの体操教

室や介護予防・認知症予防教室の開催経費です。 

  次に、②地域介護予防活動支援事業、予算額839万5,000円は、地域介護予防活動支援事

業に対する講師派遣費用、いきいきサロンに対する支援、高齢者運動会やいきいき百歳体操

を開催する経費でございます。 

  また、新たに住民主体型地域支え合い活動補助金として、180万円を計上させていただき

ました。少子高齢化が進む中、本市においても介護等の専門的なサービスに加え、住民等に

よる地域の支え合い体制づくりを推進しております。高齢者が地域で関わりや役割を持ちな

がら、介護予防、健康づくりにつながる取組の地域展開を目指し、住民主体の通いの場及び

住民主体の生活支援活動に対して、立ち上げ費用などの支援を行うものです。 

  次に、04一般介護予防事業会計年度任用職員等費、予算額331万3,000円は、一般介護予

防事業に係る会計年度任用職員１人分の人件費です。 

  20ページをお願いします。 

  ２項包括的支援事業・任意事業、１目包括的支援事業・任意事業の財源内訳、国・県支出

金は、包括的支援事業・任意事業に係る国・県の支出金で、その他は、この事業に対する市

の負担分となっております。01包括的支援事業は、高齢者が住み慣れた地域で暮らすこと

ができるように、長寿推進課内に設けた地域包括支援センターが中心となり、地域の関係者

や医療・介護・保健事業所と連携を図りながら、高齢者に対する介護福祉権利擁護等の包括

的な支援を行うものです。 

  ①包括的支援事業、予算額198万9,000円は、地域包括支援センターの運営費や夜間・休

日の相談業務を委託しています市内４事業所の在宅介護支援センターへの委託料のほか、権

利擁護の普及啓発に関する事業費であります。 

  次に、②在宅医療・介護連携推進事業、予算額35万4,000円は、在宅医療・介護連携推進

協議会の開催及び多職種連携に向けた研修会等の経費、普及啓発のための費用になります。 

  次に、③認知症総合支援事業、予算額171万9,000円は、認知症サポーターの養成をはじ

め、認知症に関する知識の普及啓発や認知症高齢者の見守り体制の構築、初期集中支援チー

ムによる認知症の方や家族の初期支援を包括的・集中的にサポートする事業の経費でありま

す。 

  次に、④生活支援体制整備事業、予算額1,600万円は、高齢化が一層進む中、地域住民が
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担い手となり、地域の高齢者を支える地域の支え合い体制づくりの推進を目指すものです。

本事業につきましては、市社会福祉協議会に委託し、甲斐市ささえ合い推進会を中心に活動

を行っております。 

  21ページをお願いします。 

  02任意事業は、高齢者が地域で安心して生活できるよう介護保険事業の運営の安定化を

図るとともに、高齢者、家族介護者に対して、地域の実情に応じた支援を行うための事業で

ございます。 

  ①介護給付費等適正化事業、予算額61万円は、ケアマネジャーが作成したケアプランの

点検実施や介護サービスの利用状況等の内容を記載した通知を利用者へ送付することにより、

サービス利用状況の確認や保健事業への意識向上等を目的とした事業です。 

  ②長寿あんしん事業、予算額1,383万6,000円の主な事業は、要介護３以上の高齢者を在

宅で介護している家族に対して、介護用品のクーポン券を交付しております介護用品支給事

業、緊急時における迅速的な対応を図るため実施しております高齢者緊急通報システム運用

事業、独り暮らしの高齢者の見守り等を目的に行う配食サービス事業、同様に、民生委員が

高齢者の自宅を訪問し、安否確認を行うとともに乳酸菌飲料を支給します友愛訪問事業とな

っております。 

  ③その他事業、予算額は310万7,000円で、成年後見利用支援事業は、市長申立て等に要

する費用や成年後見人に対する報酬の助成です。また、福祉用具・住宅改修支援事業は、福

祉用具の利用や住宅改修の際の申請に必要な理由書を作成するケアマネジャーなどに対して

の助成を行うものです。 

  22ページをお願いします。 

  03包括的支援事業関係職員費から05任意事業会計年度任用職員等費までの予算額合計

6,767万3,000円は、介護予防推進係に所属の包括的支援事業に係る正職員３人分の人件費

のほか、包括的支援事業及び任意事業に係る会計年度任用職員４人分の人件費です。 

  次に、４項その他諸費、１目01その他諸費、予算額44万7,000円は、総合事業実施に伴う

国保連合会への審査支払手数料です。 

  23ページをお願いします。 

  ５款基金積立金、１項基金積立金、１目01介護保険給付費支払準備基金積立金、予算額

24万3,000円は、介護保険給付費支払準備基金運用利子積立金でございます。 

  次に、６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目01第１号被保険者保険料還付金、
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予算額80万円は、第１号被保険者の過年度分の保険料の還付金です。 

  次に、２目01第１号被保険者還付加算金から、24ページをお願いします。６款諸支出金、

１項償還金及び還付加算金、３目01国庫支出金等償還金、２項繰出金、１目01一般会計繰

出金、各予算額1,000円は、存置で計上しております。 

  以上、歳出の総額は50億1,499万円となります。 

  歳出の説明は以上です。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 配食サービスについて伺いますけれども、18ページの生活支援サー

ビス事業で、配食サービスが年間2,040食となっているんですけれども、前年度が2,400食

だったと思うんですが、これが減っている原因というのは、どういうところにあるんでしょ

うか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） お答えいたします。 

  こちらの18ページの配食サービスと21ページにあります配食サービス、こちらのほうは

対象者がそれぞれ違っておりまして、途中で認定が変わったりということがありますので、

実績に基づいた人数で振り分けをさせていただいております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 21ページの配食サービスが4,560食となっているんですけれども、こ

れは前年と同じなんですよね。そうすると、トータルとして、やっぱり減っていることにな

ると思うんですけれども。 

  18ページのところで減った人が21ページのところにいくわけじゃなしに、また違うメカ

ニズムがあるんですか。 

○委員長（清水正二君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 配食サービスの方については、登録していただいている方で

も途中で入院したりだとか、短期ショートに入ったりだとか、あとは都合によって休止され
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る方とかいらっしゃいますので、去年の実績に基づいて、今回算定をさせていただいている

状況です。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 21ページのも、去年の実績に基づいて算定しているということなん

ですか。 

○委員長（清水正二君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） そのとおりでございます。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 実績ということなんですけれども、やっぱりこれの要望というのは結

構強いのと、やっぱり高齢者も増えていくし、増えていくと思うんですけれども、何か周知

徹底というか、認知が進んでいないというふうに感じるんですけれども、そういうことはな

いでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 周知につきましては、高齢者ガイドのほうを毎年、民生委員

さん、自治会のほうにお配りしまして、説明をさせていただいております。また、民生委員

さんについても、訪問の際に気がついたときには、配食サービス対象の方について相談を受

けておりますので、そのような状況です。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） こちらの経費のほうなんですけれども、この経費は食材費と、どうい

う経費が含まれるんですか。配食に係る経費とか、あるいは調理に係る経費というのは、こ

れに含まれるんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） お答えいたします。 

  配食サービスに係る全体の費用は、600円ほどかかるんですけれども、そのうち半分を自

己負担いただいております。残りの半分の部分を市のほうで負担させていただいている状況

になります。 

  以上です。 
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○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 市のほうで負担いただいているとは思うんですけれども、ずっと問題

になっているのがボランティアの方ですね。私が聞いているところだと、ボランティアに対

しては、ガソリン代とか、あるいは費用弁償のほうですね、そちらのほうが出されていない

状態が継続しているみたいなんですけれども、そちらの改善策というのはないんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 配食サービスの方には一生懸命やっていただいていて、今ま

で経費等は見ていなかったんですけれども、今年度の予算から、介護支援のボランティアの

事業につきまして、配食サービスのほうもそれに加わらせていただいて、ボランティアポイ

ントをつけて換算するというようなことを、令和４年度、考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） すみません、ボランティアポイントって、どの程度のものなんでしょ

うか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） 介護支援ボランティアについてご説明させていただき

ます。 

  １日２ポイントまでが限度額ということで、活動に応じたポイントを付与させていただい

ております。そのポイントに応じて、補助金のほうを交付させていただいておりますけれど

も、年間5,000円を限度額とさせていただいている事業となっております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 今度は質問じゃないんですけれども、ちょっと対応していただいたら

いいんですけれども、やっぱり年間5,000円限度というと、かなり少額だと思うので、引き

続きボランティアの方の負担に対して、やっていただけるようにお願いしたい。要望です。 

○委員長（清水正二君） 要望ですか、はい。 

  ほかに質疑ございますか。 

  伊藤委員。 
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○委員（伊藤 毅君） １点確認させてください。 

  19ページの02の新規事業の地域支え合いの件なんですが、令和４年度は通いの場が３か

所、生活支援６団体という予算になっているんですけれども、一応そこで打ち切るという考

え方なのか、もしくは、恐らく学校協議会の中で周知すると思うんですけれども、これ以上

になった場合はどういうふうにするか、そのあたりの考え方を教えてください。 

○委員長（清水正二君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 今年度は通いの場が３団体、生活支援の場が６団体というこ

とで、２層の協議体でいくときに、何となく、もう立ち上がりが見えてきているところを今

年度予算に盛らせていただきました。また、令和５年度以降については、その状況を見なが

ら、団体数のほうを確認し、予算の計上を考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了し、所管以外の委員の質疑を求めます。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今の関連なんだけれども、３か所で78万円なんですけれども、これ、

単純に３で割ったのが給付されるという考え方でいいですか。 

○委員長（清水正二君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 通いの場につきましては、運営費、立ち上げ費用、家賃を考

えております。運営費については上限12万円、立ち上げ経費についても上限12万円、家賃

については、家賃が発生する場合、上限10万円を支給するという形で計上させていただい

ております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、34万円がマックスで支給されるということでいいとい

うことですか。 

○委員長（清水正二君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） はい、そのとおりでございます。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 
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○委員（内藤久歳君） もう一点、下のほうの６団体ですね。これについては、どんな給付方

法というか。 

○委員長（清水正二君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 生活支援のほうにつきましては、運営費が上限12万円、立

ち上げ費用として上限５万円を考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） その申請方法というか、それは、どういう形で申請すればいいんです

か。 

○委員長（清水正二君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） 申請につきましては、申請に当たっての交付金の交付申

請書というのがありますので、そちらのほうに活動の計画書と収支の計画書など必要な資料

をそろえていただいて、申請をしていただくことになります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） その申請、こういう、今までは新年度の事業で、なかったわけですよ

ね。今、そういう立ち上げの準備を各地区でやっているんですよね。それに対する、こうい

う補助金が出ますよというアナウンスは、どんな形でやっているんですか。 

○委員長（清水正二君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 来週ちょっと予定しているんですけれども、地域の支え合い

のセミナーを予定しております。そこには１層協議体と第２層協議体のメンバーが参加して

いただくのですけれども、そこで補助金の関係の説明をさせていただいて、また地域のほう

に下ろしていただくような形になると思います。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これは社協が中心でやっていくんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） １層・２層協議体の整備については、社協さんのほうで中心

になってやっていただいているんですけれども、こちらの補助金については、市のほうで行

う予定でおります。 
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  以上です。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これ、新しい事業なので、これからだと思いますけれども、今までこ

ういう立ち上げた団体等が、常に補助金もなくて活動ができないということの中で、今回新

規の事業になったと思うんですよね。 

  だから、これをすることによって、この事業が拡大する可能性が強いと思うので、しっか

りそのことをＰＲしていただいて、支える環境をつくってもらいたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

○委員（内藤久歳君） もう一点、委員長、いいですか。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 20ページの権利擁護支援事業というのが９万4,000円あるんですけれ

ども、これはどんな事業ですか。 

○委員長（清水正二君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） こちらの権利擁護支援事業については、地域包括支援セ

ンターのほうで、虐待への対応であったりとか、あるいは成年後見制度の必要な方への支援

であったりとか、そういった事業になります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 21ページで、成年後見制度利用支援事業という事業があるんですけ

れども、これと今の関連性というか、その辺のところはどうなっている、今そんなことも言

われたんですけれども。どういう格好になるんですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） こちらの成年後見制度利用支援事業につきましては、申

立てをする方が親族などでいらっしゃらない方の市長申立てであったりとか、あるいは資力

が少なくて、そういった申立てとか、あと後見人さんへの報酬の支払いが難しい方々への支

援を行う事業になります。 

  以上です。 
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○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、事業としては、連動しているという認識でいいというこ

とですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） 権利擁護事業のほうで後見人が必要だということで、後

見人をつける際に、やはり親族で申し立てられる方がいらっしゃらないようなときには、市

長申立てになってというような感じで連動しております。 

  以上です。 

○委員（内藤久歳君） 了解です。ありがとうございました。 

○委員長（清水正二君） ほかにございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 先ほど出ている配食サービス事業というか、今年度から一応、車のガ

ソリン代、若干、ガソリン代にもならんかな、年間5,000円だから。本当に、今までなかっ

た、私も何回か質問した中で今回つけてもらった、対応のほうもよかったなと。 

  もう一点、保険、事故のところの。そういうものは、どんなふうになっているんですかね。 

○委員長（清水正二君） 井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） 保険に関しましては、社会福祉協議会のほうでボラン

ティア保険に入っていただいております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 分かりました。ありがとうございます。 

  19ページの一般介護予防事業、これは幾つか教室があって、いろんなことを、今こうい

った教室は事前に、要するに予防ということで、こういった事業は大変必要だと思うんだけ

れども。いきいき健康体操12、それで、らくらくかんたんというのが９とか、介護予防認

知症40教室とあるけれども、これは場所等は限られた場所でやっているわけですか。場所

等、ちょっと教えていただけますか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） いきいき健康体操教室は、地域の公民館であったりとか、
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あとは武道館とか、そういったところで、限られたといいますか、そういったところで行っ

ております。 

  らくらくかんたん運動教室のほうにつきましては、プールを使用しますので、Ｋａｉ・

遊・パークのほうで行っております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 当然、これは介護ということになると、結構高齢者、年配の方なんだ

よね。その場合、こういった教室に通うのに、車とか何か、そういった配送の手配とか、そ

ういったものは考えてやっているわけですか。 

○委員長（清水正二君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） こちらの教室につきまして、いきいき健康体操教室など

につきましては、自分で来られる方ということで募集をさせていただいている事業になりま

す。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 結構耳にするんだけれども、行きたくても行けないという、結構高齢

者がね。せっかくこうやって事業をしても、自分で車、もう免許証返納したとか、車を運転

できないからなかなか行けない。特に、僕のところは敷島なんだけれども、旧のね。北部の

人たちは結構車がなくて、今、車ないでしょう、北部の人たちはね。そういったところにも、

なかなかこういった、せっかくこうやっていい事業してもらっても、参加できないというの

が現状なんだよね。特に北部３地区なんかは高齢者が多くて、今、基本的にほとんど高齢者

が多いというのが実態なんだよね。 

  そういった人たちに、やっぱりこういった、せっかくいい教室を開いてもらっているんだ

から、やっぱりこういった人たちに参加してもらわにゃ、そういう人たちにやっぱりそこへ

来てもらう車とか、そういった地域の要望とか、そういったものを聞いてやることが必要じ

ゃないかと思うんだけれども、その辺はどんなように考えていますか。 

○委員長（清水正二君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） いきいき健康体操教室につきましては、なるべく身近なとこ

ろで運動してもらおうということで、敷島、双葉、竜王の各公民館であったりとか体育館、

なるべく近いところに、お車のない方は歩いて来ていただければななんて思っております。 
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  また、上３地区のほうにつきましても、公民館等がありますので、そこでの介護予防事業

なんかも考えていかなければいけないところだとは考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ぜひ、そういったことも考慮しながら、本当こういう事業は大事だと

思うし、確かにこの事業はいいと思うんだよね。本当、正直言って1,600万円じゃ足りない

ぐらいで、やっぱり予防というのは、今からかかる前の予算というのはかなりかけてもいい

と、逆にね。 

  こういった事業を充実するためには、やっぱり地域の人たちの、例えば自治会長とか、そ

ういった人たちのまず考えを聞いたり、いろんなことを聞いて、やっぱり出張というかな、

地域へ入ると公民館あるから、そこへ行って、多くの人たちに少しでも、やっぱり来てもら

える、今後事業に展開してもらいたいと思いますけれども、その辺は再度にどうですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 委員さんのおっしゃるとおり、介護予防はますますこれから、

介護給付費等を抑えるためにも必要な事業であると思っております。 

  このいきいき健康体操教室とからくらくかんたん教室につきましても、非常に人気のある

教室でして、できれば初心者の方を優先に多くの方に受講していただいて、家でできる体操

については家でご自身で、また近所の方と運動していただければいいかなと思っております。 

  また、先ほども言いましたように、会場に来られないという方については、地区の公民館

等で要望があれば、いきいきサロン等にも出向いてまいりますので、ぜひそういう機会を利

用していただければと思います。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにありますか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点お願いします。 

  12ページの居宅介護住宅改修費と14ページの介護予防住宅改修費と、居宅の場合と介護

予防と名目は違っていると思うんですが、上限の補助金額と、具体的に、居宅の場合はバリ

アフリーとかトイレとかスロープとか、いろいろ考えられるんです。介護予防のほうは手す
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りとか等になろうかと思うんですが、その辺の区別と最高額の補助をお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（清水正二君） 輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 住宅改修につきましては、年間20万円が上限でございまし

て、各保険割合がありますので、１割負担が基本となっております。また、改修の内容です

けれども、最も多いのが手すりの設置でございます。次が段差の解消というような状況でご

ざいます。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 17ページの特定入所者介護サービス費、ここ、食費及び居住費の軽

減4,956件、これちょっと、どういう意味かよく分からないんで、教えてもらいたいんだけ

れども、去年予算と真同じの丸々の件数と丸々同じ金額になっているということは、変動が

あり得ないのか、何か理由があって、そのままで今年度の予算に来ているのか。まずこの内

容と、どこへどういうふうにこの費用を…… 

○委員長（清水正二君） 斉藤委員、一問一答でお願いします。 

○委員（斉藤芳夫君） まずそれじゃ、まずこの費用は、施設に補助でいくんだろうと思うの

か、個人なのか、そこはどうなんですか、これは。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 特定入所者介護サービス費につきましては、介護保険施設と

特別養護老人ホームだとか、そういうところに入所している方で、所得段階が第１段階、第

２段階、第３段階の方が対象になっております。 

  自己負担額を超えた分を介護保険のほうで負担するということになっておりまして、例を

挙げますと、食費につきましては、１日当たりの基準額が約1,400円になっています。第１

段階の方の負担限度額が300円となっておりますので、介護保険で約1,100円を事業所のほ

うへお支払いになります。また、居住費につきましては、個室１日当たりの基準額が約

2,000円になっておりまして、第１段階の方の負担額が800円ですので、介護保険で約1,200

円を負担しているという事業になります。 
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○委員長（清水正二君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） それが、去年と今年の予算と丸々件数も同じということは、人数の変

動は見込まなくてもいいのか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 予算につきましては、昨年の12月に今年度の決算の見込み

を出しまして、計算しているところであります。月に413人、年間、掛ける12月で4,956人

というようなことで積算をさせていただいております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） いや、それ、前年度予算と丸々ぴったり同じと、件数も単価も変わっ

ていないと、そういうことって、決算見込みで数字を出したというんだったら、どうなんだ

ろうかな。見込みでやっているから、増えていくほうが可能性として大なんじゃないかなと

いうふうに感じているんだけれども。 

○委員長（清水正二君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時３４分 

 

再開 午前１０時３５分 

 

○委員長（清水正二君） 再開をいたします。 

  答弁を求めます。 

  輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 予算につきましては、先ほど説明したとおり、12月に決算

見込みを出しまして、算定しているところでございますけれども、２月の補正の時点で改め

て決算見込みを算出したところ、900万円不用額が出る見込みですので、900万円多く予算

のほうを要求しているという形になっております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 
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  ほかに質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  以上で質疑を終了いたします。 

  これより、本委員会に付託されました議案第34号 令和４年度甲斐市介護保険特別会計

予算について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） 討論なしと認めます。 

  これより、本案について採決をいたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第34号 令和４年度甲斐市介護保険特別会計予算を終了いたします。 

  ここで、暫時休憩をいたします。 

  45分から再開をいたします。 

 

休憩 午前１０時３７分 

 

再開 午前１０時４１分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  続いて、議案第35号 令和４年度甲斐市介護サービス特別会計予算を議題といたします。 

  なお、説明及び質疑は歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  歳入歳出一括で、当局の説明を求めます。 

  小池長寿推進課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 引き続き、よろしくお願いします。 
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  長寿推進課より、議案第35号 令和４年度甲斐市介護サービス特別会計予算の説明をさ

せていただきます。 

  議案書の131ページをお願いします。 

  介護サービス特別会計の当初予算の総額は、歳入歳出それぞれ1,579万3,000円と定める

ものです。 

  それでは、予算説明書の244、245ページをお願いします。 

  市では、地域包括支援センターを直営で運営し、介護予防支援事業所の指定を受けており

ます。地域包括支援センターでは、要支援１・２の方々のケアプラン等の作成業務を行って

おり、その業務に関する収支については、介護サービス特別会計において処理しております。 

  それでは、歳入について説明いたします。 

  １款サービス収入、１項予防給付費収入、１目予防給付費収入、予算額1,459万円は、要

支援１・２の方で介護予防サービスを利用する方のケアプラン作成業務に係る国保連合会の

収入でございます。 

  次に、２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、予算額120万円は、この

業務に係る会計年度任用職員の人件費の一部を一般会計から繰り入れるものでございます。 

  次に、３款１項１目繰越金から４款諸収入、１項１目預金利子及び２項１目雑入、各予算

額1,000円は、存置で計上しております。 

  以上、歳入の総額1,579万3,000円となります。 

  続いて、歳出の説明をします。 

  予算説明書の246、247ページをお願いします。 

  なお、説明は予算参考資料ナンバー５にて行いますので、25ページをお願いします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、02総務管理関係会計年度任用職員等費、

予算額417万3,000円は、この業務に係る会計年度任用職員１名分の人件費でございます。 

  なお、財源内訳のその他は、居宅支援サービス計画費収入及び職員給与費等繰入金です。 

  03事務所費、予算額12万3,000円は、業務に使用します消耗品等の経費となります。財源

内訳のその他は、居宅支援サービス計画費収入です。 

  ２款事業費、１項１目居宅介護支援事業費、01居宅介護支援事業、予算額1,149万5,000

円は、要支援１・２の認定者へのケアプラン作成の一部を民間の居宅介護支援事業所に委託

するための委託料です。 

  財源内訳のその他は、居宅支援サービス計画費収入と預金利子及び雑入です。 
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  26ページをお願いします。 

  ３款諸支出金、１項１目01償還金から２項繰出金、１目01一般会計繰出金、各予算額

1,000円は存置で計上しております。 

  以上、歳出の総額は1,579万3,000円となります。 

  介護サービス特別会計の予算の説明は以上です。ご審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の厚生環境常任委員会から質疑を受けたいと思います。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  続いて、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了します。 

  以上で質疑を終了いたします。 

  これより、本委員会に付託されました議案第35号 令和４年度甲斐市介護サービス特別

会計予算について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決をいたします。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第35号 令和４年度甲斐市介護サービス特別会計予算を終了いたします。 
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  ここで、暫時休憩いたします。 

  職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１０時４７分 

 

再開 午前１０時４９分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  続いて、議案第36号 令和４年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算を議題と

いたします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  歳入歳出一括で、当局の説明を求めます。 

  相川市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 市民活動支援課です。よろしくお願いいたします。 

  市民活動支援課より、議案第36号 令和４年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計

予算の説明をさせていただきます。 

  議案書が135ページになります。 

  歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ93万円と定めるものでございます。 

  本事業につきましては、国の地域改善対策事業として始まり、本市では33人に対して貸

付けを行い、現在は、市に対する償還者として12人の方の債務が残っており、個別訪問な

どにより未納分を収めていただいております。 

  なお、市では現在、県に対する起債の償還を行っており、令和５年度で償還が完了する予

定となっております。 

  それでは、歳入歳出それぞれ説明をさせていただきます。 

  予算説明書の254、255ページをお願いいたします。 

  初めに、歳入について説明いたします。 

  １款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金並びに２款繰越金につきましては、

いずれも科目存置として1,000円を計上しております。 

  ３款諸収入、１項貸付金元利収入、１目住宅新築資金貸付金元利収入、予算額55万5,000
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円並びに２目の宅地取得資金貸付金元利収入、予算額37万1,000円は、住宅新築に伴う住宅

建物及び土地の貸付金に係る元利収入になります。 

  ２項預金利子、３項延滞金、共に予算額は1,000円で、科目存置として計上しておりま

す。 

  続きまして、歳出について説明させていただきます。 

  予算説明書の256、257ページ、予算参考資料は13ページをお願いいたします。 

  １款事務費、１項事務費、１目住宅新築資金等貸付事業事務費、ナンバー01住宅新築資

金等貸付事業、予算額１万円は、事務手続等に係る郵便料を計上しております。 

  ２款公債費、１項公債費、１目元金、ナンバー01元金、予算額85万8,000円、２目利子に

つきましても、予算額６万2,000円は、県からの貸付起債に対する元金と利子の償還分を計

上しております。 

  なお、歳出の財源内訳のその他につきましては、貸付金の元利収入等を充てております。 

  以上、住宅新築資金等貸付事業特別会計予算の説明を終わります。ご審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の総務教育常任委員会の委員から質疑を受けたいと思います。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  次に、所管以外の委員の質疑を受けます。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  以上で質疑を終了いたします。 

  これより、本委員会に付託されました議案第36号 令和４年度甲斐市住宅新築資金等貸

付事業特別会計予算について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） 討論なしと認めます。 
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  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  以上で、議案第36号 令和４年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算を終了い

たします。 

  続いて、議案第39号 令和４年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計予算を議題といたしま

す。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  歳入歳出一括で、当局の説明を求めます。 

  酒井環境課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 改めまして、おはようございます。お疲れさまでございます。 

  それでは、環境課から、議案第39号 合併浄化槽事業特別会計の令和４年度当初予算に

ついてご説明をさせていただきます。 

  予算説明書につきましては、283ページからとなります。予算参考資料につきましては、

ナンバー４、14ページからであります。加えて、予算審議資料は、最終ページの39ページ

になります。 

  予算の説明をする前に、改めて事業の概略等についてご説明をさせていただきます。 

  合併浄化槽事業につきましては、平成20年度から河川の水質浄化を目的に、敷島・双葉

の北部10地区を対象区域とし、合併浄化槽の整備を推進してきたところですが、平成31年

度からは、対象区域を公共下水道計画区域、農業集落排水処理区域、地域し尿処理区域以外

の全ての区域を市町村設置型合併浄化槽整備事業の対象区域として、市内全域の水質環境の

保全及びインフラ整備を進めているところであります。 

  しかし、既存の単独浄化槽等からの転換については、設置希望者から相談はあるものの、

対象エリアは市内北部が多いこともあり、土地の形状などの理由から、工事に伴う自己負担

が高額となるため、設置に至らないケースがある状況でございます。 

  このような状況の中、令和４年度の当初予算におきましては、令和２年度の設置実績を踏
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まえ予算編成をしたところであり、年度途中の相談状況を見ながら、補正予算等で対応する

こととして、当初予算を計上したところであります。 

  それでは、当初予算の内容についてご説明をさせていただきます。 

  予算説明書の285ページをお願いいたします。 

  令和４年度の合併浄化槽事業特別会計の当初予算につきましては、歳入歳出1,834万

8,000円であり、令和３年度当初予算と比較しまして、290万3,000円の減額となっておりま

す。 

  288、289ページをお願いいたします。 

  歳入の内容について、款ごとにそれぞれご説明いたします。 

  １款分担金及び負担金20万5,000円につきましては、合併浄化槽分担金といたしまして、

合併浄化槽本体工事費の10分の１を使用者に負担していただくものであり、現年分の分担

金20万4,000円と過年度分の存置で1,000円の合計であります。 

  ２款使用料及び手数料564万3,000円につきましては、使用料の現年・過年度分といたし

まして563万8,000円と、手数料といたしまして、排水設備確認手数料と督促手数料の5,000

円の合計であります。 

  次に、３款国庫支出金51万6,000円につきましては、合併浄化槽本体工事費の３分の１が

補助対象として国から交付されるものであります。 

  ４款繰入金1,118万1,000円につきましては、事務費、建設改良費、公債費に対する不足

分を一般会計より繰入れするものであります。 

  ５款繰越金2,000円につきましては、令和３年度からの繰越金として存置で計上しており

ます。 

  ６款諸収入につきましても、存置で2,000円を計上してあります。 

  290ページ、291ページをお願いいたします。 

  ７款市債80万円につきましては、この事業の財源措置として、合併浄化槽本体工事の30

分の17の充当率による起債であります。 

  今ご説明したとおり、本体工事の財源につきましては、使用者負担分、国からの交付金、

市の起債となりますが、負担割合が分かりづらいため、分母をそろえてご説明いたしますと、

使用者負担が30分の３、国の交付金が30分の10、市の起債が30分の17となります。仮に工

事費が30万円だったとしますと、使用者負担は３万円、国から10万円、市の起債が17万円

となります。 
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  続きまして、歳出についてご説明させていただきます。 

  予算説明書は292ページ、293ページになります。予算参考資料につきましては、14ペー

ジからになります。 

  歳出の内容につきましては、予算参考資料によりご説明させていただきます。 

  予算参考資料14ページをお願いいたします。 

  まず、１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、01総務管理費につきましては、

水洗便所改造助成金としまして、１件７万円で２件分を見込むものであります。その他財源

14万円につきましては、一般会計からの繰入金であります。 

  次に、02合併浄化槽分担金徴収費につきましては、分担金の全納報奨金と、それに関わ

る事務費として郵便料であります。 

  03合併浄化槽使用料徴収費につきましては、郵便料等であります。 

  続きまして、２款事業費、１項事業費、１目合併浄化槽事業費、01合併浄化槽整備事業

につきましては、新設者等の事務のやり取りに係る郵便料、合併浄化槽の設計委託、また設

置工事費であり、設計委託設置工事につきましては、冒頭説明したとおり、当初は令和２年

度実績の２件分として予算計上しております。 

  財源内訳といたしましては、国庫支出金が51万6,000円、市債が800万円、その他は一般

会計からの繰入金といたしまして、83万3,000円であります。 

  次に、02合併浄化槽維持管理費につきましては、修繕料や法定検査手数料、浄化槽保守

点検料、浄化槽法により年１回の清掃が義務づけられている清掃料であります。その他財源

の659万1,000円につきましては、全額一般会計からの繰入金であります。 

  15ページをお願いいたします。 

  ３款公債費、１項公債費、１目元金及び２目利子でありますが、平成20年度から借り入

れた市債の償還金であります。財源内訳のその他でありますが、全額一般会計からの繰入金

であります。 

  次に、４款諸支出金、１項繰出金、１目一般会計繰出金につきましては、前年度からの繰

越金を一般会計に繰り出すための科目になります。令和３年度の決算後に繰越金を確定し、

補正予算に計上する中で一般会計へ支出するものであり、当初予算につきましては、存置の

1,000円を計上したところであります。 

  16ページをお願いいたします。 

  最後になりますが、５款予備費につきましては、令和３年度と同様に10万円計上させて
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いただきました。 

  以上、環境課が所管します合併浄化槽事業特別会計の令和４年度当初予算につきまして、

ご説明とさせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の厚生環境常任委員会より質疑を受けたいと思います。 

  質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 合併浄化槽は、ここは合併浄化槽にすることというふうに指定してい

るところがありますよね。そこは大体100％終わっているんですか。どのぐらいいっている

んですか。 

○委員長（清水正二君） 天野係長。 

○環境保全係長（天野 真君） 合併浄化槽につきましては、今現在新たに建てる場合は、法

律により合併浄化槽を入れなければいけないんですけれども、その前に建てているところ、

単独浄化槽及びくみ取り便槽のところがまだ若干残っている状況です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 若干残っているけれども、ほぼそれに関しては、進んでいるというこ

とでよろしいんですか。 

○委員長（清水正二君） 天野係長。 

○環境保全係長（天野 真君） 申請により入替えとなりますので、ご本人さんが水回りのほ

うを変える際に入れていただいているような状況となっております。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 指定していないところでも、本人の今、意向、希望が、最初の説明の

ときに、希望があった場合という話をしましたけれども、指定されているところでやる場合

には、市からかなり補助というか、やっていただくということであるんだろうけれども、そ

うじゃない場合には、本人の希望でやるという場合には全額なんですか、それとも今言った

ような、同じ状況でやってくれるんですか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） まず、合併浄化槽のエリアについては、先ほどご説明したように、
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公営企業部、今の上下水道のところが行っているところ以外を、平成31年度から全て合併

浄化槽を設置する場所としております。 

  本人負担については、市のほうが設置をするわけですけれども、その工事費の約１割を負

担していただくわけですけれども、どうしても宅内のところについては、ご本人さんが負担

をしなければならないという中で、先ほど言ったように対象地域が北部地域等になりますの

で、土地の形状等でご本人の負担が増額になることから、相談はあるものの、諦めてしまう

というケースが多々ございます。そんなような状況でございます。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） そこはそういう状況があると。 

  今後どんなふうに変えていく方向というのは考えているんですか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 先ほど係長のほうも説明したように、どうしてもご本人さんのほ

うが、リフォームや水回りを変えるタイミングということが多くなってしまいますけれども、

制度として、また周知を図る中で、皆さんにこういったものがありますということを広めて

いきたいと思います。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管の委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、所管以外の委員の質疑を受けたいと思います。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  以上で質疑を終了いたします。 

  これより、本委員会に付託されました議案第39号 令和４年度甲斐市合併浄化槽事業特

別会計予算について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決いたします。 



－409－ 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第39号 令和４年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計予算を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時０８分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  続いて、議案第37号 令和４年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計予算を議題といたし

ます。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  歳入歳出一括で、当局の説明を求めます。 

  小宮山上下水道工務課長。 

○上下水道工務課長（小宮山 尚君） お疲れさまでございます。 

  それでは、上下水道業務課、上下水道工務課が所管しております地域し尿処理施設特別会

計の予算につきましてご説明させていただきます。 

  初めに、事業の概要でございますが、この事業につきましては、松島団地、敷島台団地、

双葉登美団地の地域し尿処理施設の維持管理を行っております。 

  なお、双葉登美団地につきましては、地元自治会が指定管理者として維持管理を行ってお

ります。 

  それでは、議会議案の139ページをお願いいたします。 

  議案第37号 令和４年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計予算でございます。 

  歳入歳出の予算総額を歳入歳出それぞれ1,057万円と定めるものでございます。 

  歳入につきましては、予算説明書で説明させていただきますので、予算説明書の264ペー
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ジ、265ページをお願いいたします。 

  １款使用料及び手数料、１項使用料、１目衛生使用料、１節地域し尿処理施設使用料につ

きましては、予算額712万8,000円で、松島団地汚水処理施設の使用料でございます。 

  次に、２款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金、１節利子及び配当金につ

きましては、予算額１万2,000円で、基金の運用利子でございます。 

  次に、３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金につ

きましては、予算額292万8,000円で、職員１名分の人件費に充当するものでございます。 

  次に、４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金につきましては、予算額50万

円を計上しております。 

  次に、５款諸収入、１項預金利子、１目預金利子、１節預金利子につきましては、予算額

1,000円を計上させていただいております。 

  次に、２項雑入、１目雑入、１節雑入につきましても、予算額1,000円を計上しておりま

す。 

  ここまでが歳入の説明でございます。 

  続きまして、歳出の説明をいたします。 

  予算説明書では266ページ、267ページとなります。歳出につきましては、予算参考資料

のナンバー９で説明をさせていただきますので、予算参考資料の３ページをお願いいたしま

す。 

  １款衛生費、１項地域し尿処理施設費、１目地域し尿処理施設維持費、01地域し尿処理

関係職員費につきましては、予算額487万7,000円で、財源内訳のその他につきましては一

般会計繰入金と預金利子で、残りは一般財源でございます。内容につきましては、職員１名

分の人件費でございます。 

  次に、02地域し尿処理施設維持費につきましては、予算額558万1,000円で、財源内訳は

全て一般財源であります。主な内容につきましては、浄化センターの光熱費、修繕費、保守

点検委託料等でございます。 

  次に、２款諸支出金、１項基金積立金、１目地域し尿処理施設基金積立金、01地域し尿

処理施設基金積立金につきましては、予算額１万2,000円で、財源内訳のその他につきまし

ては、基金の運用利子でございます。内容につきましては、施設基金積立金でございます。 

  次に、３款予備費、１項予備費、１目予備費、01予備費につきましては、予算額10万円

で、財源につきましては全て一般財源でございます。 
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  以上が説明となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の建設経済常任委員会より質疑を受けたいと思います。 

  質疑ございますか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 確認だけでも、入のほうで施設使用料、ここ数年100％で来ているん

だけれども、それは間違いないですか。使用料の収入。 

○委員長（清水正二君） 広瀬係長。 

○下水道総務係長（広瀬美和君） こちらにつきましては、松島団地のほうで収納していただ

いているような形になっていますので、100％で間違いございません。 

○委員（五味武彦君） 以上です。確認だけです。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  次に、所管以外の質疑を受けたいと思います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） ないようですので、質疑を終了いたします。 

  以上で質疑を終了いたします。 

  これより、本委員会に付託されました議案第37号 令和４年度甲斐市地域し尿処理施設

特別会計予算について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決いたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（清水正二君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  以上で、議案第37号 令和４年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計予算を終了いたしま

す。 

  続いて、議案第38号 令和４年度甲斐市農業集落排水事業特別会計予算を議題といたし

ます。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  歳入歳出一括で、当局の説明を求めます。 

  小宮山上下水道工務課長。 

○上下水道工務課長（小宮山 尚君） それでは、続きまして、農業集落排水事業特別会計の

予算につきましてご説明いたします。 

  初めに、事業の概要でございますが、吉沢寺平地区の水質保全等を目的として、平成６年

度に農業集落排水処理施設を建設し、平成７年７月より供用開始しており、現在は施設の維

持管理を行っております。 

  それでは、議会議案の143ページをお願いいたします。 

  議案第38号 令和４年度甲斐市農業集落排水事業特別会計予算でございます。 

  歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,039万9,000円と定めるものでございます。 

  歳入につきましては、予算説明書で説明させていただきますので、予算説明書の278ペー

ジ、279ページをお願いいたします。 

  １款分担金及び負担金、１項負担金、１目農業集落排水施設維持管理負担金、１節農業集

落排水施設維持管理負担金につきましては、予算額132万円で、施設の保守委託に係ります

甲府市からの負担金でございます。 

  次に、２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料、１節農業集落排水下水道

使用料につきましては、予算額123万円で、現年と過年度分の下水道使用料でございます。 

  ２項手数料、１目手数料、１節督促手数料につきましては、予算額1,000円で、督促手数

料でございます。 

  次に、４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金につ

きましては、予算額784万5,000円で、事務費及び公債費の繰入金でございます。 

  次に、５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金につきましては、予算額1,000
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円を計上させていただいております。 

  次に、６款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金、１節延滞金につきましては、

予算額1,000円を計上させていただいております。 

  ２項雑入、１目雑入、１節雑入につきましても、予算額1,000円を計上させていただいて

おります。 

  ここまでが歳入の説明でございます。 

  続きまして、歳出の説明をさせていただきます。 

  予算説明書では、280ページ、281ページとなります。説明につきましては、予算参考資

料ナンバー９で説明させていただきますので、予算参考資料の４ページをお願いいたします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、01農業集落排水施設維持管理事業につ

きましては、予算額399万8,000円で、財源の内訳、その他につきましては一般会計からの

繰入金で、残りが一般財源でございます。 

  主な内容につきましては、浄化センターの光熱費、修繕費、管渠清掃及び保守点検の委託

料でございます。 

  次に、２款公債費、１項公債費、１目元金、01元金につきましては、予算額585万7,000

円で、財源内訳のその他につきましては、一般会計からの繰入金でございます。内容につき

ましては、事業債８件分の償還元金でございます。 

  ５ページに移りまして、２目利子、01利子につきましては、予算額44万4,000円で、財源

内訳のその他につきましては、一般会計からの繰入金でございます。内容につきましては、

事業債８件分の償還利子でございます。 

  次に、３款予備費、１項予備費、１目予備費、01予備費につきましては、予算額10万円

で、財源内訳は全て一般財源でございます。 

  以上が説明となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の建設経済常任委員会の質疑を受けます。 

  質疑ございますか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管の質疑を終了いたします。 

  続いて、所管以外の委員の質疑を受けたいと思います。 
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  質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  以上で質疑を終了いたします。 

  これより、本委員会に付託されました議案第38号 令和４年度甲斐市農業集落排水事業

特別会計予算について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決をいたします。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第38号 令和４年度甲斐市農業集落排水事業特別会計予算を終了いたしま

す。 

  続いて、議案第40号 令和４年度甲斐市水道事業会計予算を議題といたします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  予算実施計画等により、一括で当局の説明を求めます。 

  望月上下水道業務課長。 

○上下水道業務課長（望月新路君） よろしくお願いいたします。 

  それでは、議案書は151ページをお願いいたします。 

  議案第40号 令和４年度甲斐市水道事業会計予算についてご説明いたします。 

  第２条の業務の予定量から説明させていただきます。 

  （１）使用給水栓数は、２万5,748栓。 

  （２）年間総給水量は、592万立方メートル。 

  （３）１日平均給水量は、１万6,219立方メートルを見込んでおります。 
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  給水量につきましては、例年、給水栓数が少しずつ伸びているのにもかかわらず、給水量

は減少傾向にありますので、昨年より若干減量を見込んでおります。 

  （４）の建設改良事業のうち、イ、配水管整備事業は４億110万3,000円、ロの施設整備

事業につきましては、１億2,853万3,000円を予定しております。 

  第３条の収益的収入及び支出、次のページの第４条、資本的収入及び支出につきましては、

後ほど別冊の令和４年度公営企業会計予算説明書及び予算参考資料ナンバー９にて説明をさ

せていただきます。 

  次に、第５条の債務負担行為につきましては、料金収納等業務委託について、５年間の委

託期間で、令和５年度に切替えとなるため、令和４年度末には契約をしなければなりません。

そのため、令和５年度から令和９年度までの５年間の限度額として、３億4,347万5,000円

と定めさせていただいております。 

  第６条の一時借入金につきましては、一時的な資金不足を補うための借入金について、限

度額を１億円と定めるものであります。 

  第７条では、水道事業費用の予算に過不足が生じた場合に第１款の第１項から第３項の間

で流用できることを定めており、第８条では、職員給与費の流用については議会の議決が必

要と定めております。 

  第９条では、他会計からの補助金として、一般会計から受ける児童手当の額について定め

ており、第10条では、量水器や龍王源水などの棚卸資産、購入限度額を定めたものであり

ます。 

  ここで、別冊の令和４年度公営企業会計予算説明書をお願いいたします。 

  １ページから21ページが水道事業会計の関係となります。 

  ２ページから４ページまでが、令和４年度の甲斐市水道事業会計会計予算実施計画になり

ますので、主なものについて説明をいたします。 

  まず、２ページ、収益的収入及び支出をお願いいたします。 

  収益的収支とは、水道料金を主な収入源として、上水の製造や排水施設等の維持管理に必

要な経費を中心とした営業活動に伴う収支であります。 

  水道事業収益の予定額につきましては、10億1,983万8,000円を予定しており、内容とし

まして、１項営業収益９億1,555万5,000円、２項営業外収益１億428万1,000円、３項特別

利益2,000円を計上いたしました。 

  ３ページが支出となります。水道事業費用の予定額として、７億5,870万8,000円を予定
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しており、内容につきましては、１項営業費用７億2,567万2,000円、２項営業外費用2,757

万5,000円、３項特別損失146万1,000円、４項予備費400万円を計上させていただきました。 

  支出の詳細につきましては、別冊の予算参考資料ナンバー９の６ページをお願いいたしま

す。 

  １款水道事業費用、１項営業費用、01原水及び浄水費は、１億6,866万6,000円を予定し、

財源内訳、その他の７万8,000円は、飲料水兼用耐震性貯水槽維持管理負担金で、残りが一

般財源であります。事業の概要につきましては、上水道の水源・配水池の運転管理及び塩川

ダムより受水している経費等であります。 

  次に、02排水及び給水費は9,077万円を予定し、財源内訳、その他の599万円は一般会計

から、消火栓の維持・修繕経費負担金、下水道事業会計から工事に伴う事務費負担金等で、

残りが一般財源であります。事業の概要につきましては、上水道施設係の職員４人分の人件

費、検定満了量水器約3,900個の取替え及び漏水等不良箇所の修繕等を行う経費です。 

  次の03受託工事費は、財源内訳、その他2,000円は受託工事収益で、事業の概要につきま

しては、現時点では受託工事の見込みはございませんが、存置の2,000円となっております。 

  ７ページに移りまして、04業務及び総係費は、１億5,077万円を予定し、財源内訳、その

他の716万1,000円は下水道事業との折半による公営企業部長の人件費及び簡易水道事業事

務費負担金等で、残りが一般財源となっております。 

  事業の概要につきましては、部課長分と上水道総務係、経理徴収係の６人分、それから会

計年度任用職員２人分の人件費、料金収納等業務委託、料金及び会計システム関係経費、そ

の他庁舎管理経費となっております。 

  続いて、05減価償却費は、３億300万2,000円を予定し、財源内訳は全て一般財源です。

これは有形固定資産減価償却費であり、現金の支出を伴うものではございません。 

  06資産減耗費は、1,246万円を予定し、財源内訳は全て一般財源です。配水管布設替工事

等による古い配水管等の除却費であります。こちらも同じく、現金の支出を伴うものではあ

りません。 

  07その他営業費用は、2,000円を予定し、財源内訳は一般財源であります。材料の売却と

雑支出に係るもので、存置として計上しております。 

  ８ページをお願いいたします。 

  ２項営業外費用、01支払利息及び企業債取扱諸費は、52万7,000円を予定し、財源内訳は

全て一般財源です。財務省の財政融資資金２件と地方公共団体金融機構２件、計４件の企業
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債の利子であります。 

  02災害対策費は、204万7,000円を予定し、財源内訳は全て一般財源です。主に災害時の

給水活動に備え、容量1,000リットルの組立て式の給水タンクを３基計上させていただきま

した。令和４年度から３か年かけて計画的に整備していく予定であります。 

  03雑支出の1,000円は、存置であります。 

  05消費税及び地方消費税は、2,500万円を予定し、財源内訳は全て一般財源です。料金収

入等の消費税及び地方消費税を納入するものです。 

  続いて、３項特別損失、04過年度損失修正損は、146万円を予定し、財源内訳は全て一般

財源です。こちらは、過年度分の還付金などを対応するものであります。05その他特別損

失は、1,000円、財源内訳は全て一般財源です。 

  続いて、４項予備費、01予備費は、400万円を予定し、財源内訳は全て一般財源です。 

  それでは、公営企業会計予算説明書のほうにお戻りいただきまして、４ページをお願いい

たします。 

  資本的収入及び支出になりますけれども、資本的収支とは、基幹管路の耐震化、配水管の

布設替え、老朽化等に伴う水道施設や設備の整備・更新などの投資的な経費を中心とした収

支になります。 

  資本的収入の総額は、9,560万5,000円を予定しており、内容につきましては、３項負担

金5,767万7,000円、８項加入金3,792万8,000円を計上いたしました。 

  資本的支出の総額は、５億3,793万2,000円を予定しており、内容につきましては、１項

建設改良費５億3,350万8,000円、２項企業債償還金442万4,000円を計上いたしました。 

  支出の内容につきましては、再び予算参考資料の10ページをお願いいたします。 

  １項建設改良費、01建設工事費は、１億1,858万9,000円を予定し、財源内訳、その他の

189万2,000円は他会計負担金で、一般会計からの消火栓設置工事等に係る負担金になりま

す。残りが一般財源です。事業概要につきましては、田富町敷島線配水管布設工事、国道

20号配水管布設工事等を予定しております。 

  02改良工事費は、２億8,638万9,000円を予定し、財源内訳、その他の5,578万5,000円は

他会計負担金で、下水道工事に伴う負担金になります。残りは一般財源です。事業の概要に

つきましては、下水道関連配水管布設替工事等の設計業務委託、下水道工事に伴う配水管布

設替工事を９路線、配水管布設替工事６路線を行うものです。 

  03量水器費は、82万3,000円を予定し、財源内訳は全て一般財源です。量水器408個の新
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規出庫を予定しております。 

  11ページに移りまして、04固定資産購入費は、１億2,771万円を予定し、財源内訳は全て

一般財源であります。 

  事業概要につきましてですけれども、ここで誠に申し訳ありませんが、１点訂正をお願い

いたします。西八幡配水場の機電設備等更新工事とありますが、西八幡ではなくて、万才の

配水場に訂正をお願いいたします。 

  事業概要につきましては、万才配水場、大原配水場の機電設備更新工事、第14水源の取

水流量計更新工事、取水ポンプ更新工事として、第10水源、第13水源の２か所、残留塩素

計の更新工事は笠石配水場を予定しております。あとは、水位計更新工事として、片瀬配水

池と新田配水池の２か所を予定しております。 

  また、施設の突発的な故障の発生に備え、予備工事費として550万円、先ほど、災害時等

に備えるため、組立て式給水タンクの購入について説明いたしましたが、給水時に必要とな

る水中ポンプや携帯用の発電機などの給水車ユニット１セットを計上いたしました。 

  12ページをお願いいたします。 

  ２項企業債償還金、01企業債償還金442万4,000円を予定し、財源内訳は全て一般財源で

す。財政融資資金と地方公共団体金融機構計４件分の元金償還金です。棚卸資産限度額286

万7,000円は、龍王源水３万6,000本、量水器408個、貯水袋300体の購入も予定しておりま

す。 

  予算実施計画につきましては以上となります。 

  公営企業会計説明書のほうにお戻りいただきまして、５ページをお願いいたします。 

  令和４年度水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書であります。 

  太文字になっている行になりますが、１、業務活動によるキャッシュ・フロー３億2,796

万6,277円、２、投資活動によるキャッシュ・フローがマイナス３億9,292万2,536円、３、

財務活動によるキャッシュ・フローがマイナスの442万3,564円。下から３行目になります

資金減少額が6,937万9,823円、資金期末残高が11億9,754万7,259円を予定しております。 

  続いて、６ページから９ページは給与費明細書となっております。職員の給与や手当等の

状況となっておりますので、後ほどご確認願いたいと思います。 

  10ページをお願いいたします。 

  債務負担行為に関する調書になります。 

  上段が、平成30年度からの料金収納等業務委託、下段が、令和元年度からの水道施設運
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転管理等業務委託に係る調書になります。それぞれに限度額と契約期間を示しております。

財源内訳のその他は、いずれも一般財源です。 

  次の12、13ページの令和４年度甲斐市水道事業予定貸借対照表ですが、令和５年３月31

日現在の資産と負債、資本の予定となっております。 

  資産の部では、１、固定資産と２、流動資産を合わせて91億1,085万6,295円。 

  13ページに移りまして、負債の部、３、固定資産負債と４、流動負債、５、繰り延べ収

益の合計24億2,626万9,394円と、資本の部、６、資本金、７、剰余金の合計66億8,458万

6,901円を合わせて91億1,085万6,295円となり、12ページの資産合計と一致しております。 

  14ページの令和３年度甲斐市水道事業予定損益計算書、それから、16ページ、17ページ

の令和３年度甲斐市水道事業予定貸借対照表につきましては、令和３年度の決算見込みによ

るもので、これを基に令和４年度の財務３表を作成しております。 

  18、19ページは注記となっております。 

  参考といたしまして、20ページに令和４年度水道事業会計予算構成図、21ページに主な

主要事業を掲載してございますので、参考にしていただきたいと思います。 

  説明は以上となります。どうぞよろしくお願いします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の建設経済常任委員会の質疑を受けたいと思います。 

  質疑ございますか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 確認です。 

  10ページ、建設工事費の中で、配水管工事は、田敷線はあれなんですけれども、国道20

号線配水管布設工事というのは、場所をちょっとお願いします。 

○委員長（清水正二君） 深澤係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） 国道20号配水管布設工事につきましては、国が今、国道

20号で電線共同溝をやっておりまして、ここで予定しておりますのは、国道20号の竜王駅

の交差点から山県神社までの間のうちの東京電力の置場があるところからガストの辺くらい

までを今回は予定しております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  藤原委員。 
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○委員（藤原正夫君） ここは、じゃ、今20号の、いわゆる竜王バイパスのところの東電さ

んの倉庫からガストの辺、そんなに距離はないということなんだけれども、あれですかね、

電気の地中化とともに一緒にやっているということですか。 

○委員長（清水正二君） 深澤係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） 国の事業に合わせまして、それに合った部分を、電気と一

緒にやらせていただいております。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ありがとうございます。 

  無電柱化ということで、電気と一緒にやるというのが一番手っ取り早くて、安くて早くて、

一番事業にいいと聞いていますけれども、今後、これは来年度分ですけれども、その次には、

何かそういう、まだ伸び代があるというか、計画するところがありますか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  深澤係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） 先ほどもお答えしましたが、甲斐市の国道20号の配水管

布設工事の今の計画は、竜王駅の交差点のところから山県神社の交差点のところまでとなっ

ておりますので、そこの部分を進めていきたいと考えております。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 分かりました。 

  今度は、じゃ、その他の改良工事へいきます。 

  来年度は、下水道管と伴って９路線あるんですけれども、そこはまた下水で聞くから、配

水管布設替工事の６路線とありますけれども、この６路線の、大枠でいいです、場所を教え

てください。 

○委員長（清水正二君） 深澤係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） 配水管布設替工事ですが、６路線となります。竜王が５路

線、双葉が１路線となっております。竜王の５路線につきましては、竜王地内が２か所、大

字で竜王ですね、竜王地内が２か所、玉川が１か所、西八幡が１か所、竜王新町が１か所、

双葉は岩森が１か所となっております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 細かい説明ありがとうございます。 
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  じゃ、総延長だけ聞かせてもらえますか。 

○委員長（清水正二君） 深澤係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） ６路線を合わせて1,450メートルとなっております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） ６ページ、原水及び浄水費のところです。去年と比べて1,800万円、

約2,000万円の弱の減になっています。内容を見ると、今年度、大原・下今井地区、多分圧

の関係の設計業務委託だと思われますけれども、業務委託を今年度やって、じゃ工事はどう

するのかという質問なんです。どこかの項目に入っていますか。 

○委員長（清水正二君） 小宮山課長。 

○上下水道工務課長（小宮山 尚君） お答えします。 

  今ご質問あった2,000万円は、片瀬の全体的な設計をさせていただきました。それが去年

で、去年の９月補正で、それに伴って、今度は実施設計と、あとは用地、配水ポンプ施設を

建てるに用地を買うということで補正させていただきます、用地費と。 

  今年度から来年度にかけて、その実施設計、結構日数かかる、それを行って、工事自体は

令和５年度から予定していますので、４年度の予算には工事費はございませんが、計画を進

めまして、５年度には工事予算をまた計上させていただきたいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） 分かりました。じゃ、翌年度という形の工事が始まるということでい

いですね。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  それでは、所管以外の委員の質疑を受けたいと思います。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 確認だけれども、公営企業会計予算説明書の中の10ページ、これ債
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務負担行為の中で、ここに5,940万円、収納で、令和４年度から令和４年度と、これ令和５

年度の間違いじゃない、期間が。令和４年から令和４年とある、10ページだよ、これの10

ページ。公営企業会計。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小松係長。 

○上水道総務係長（小松利也君） お答えいたします。 

  答えとしては、４年度から４年度、これで間違いはありません。というのは、その左を見

ていただきますと、つまりは30年度から４年度というのがトータルでして、それを左の30

年度から３年度までと、ラスト４年度から４年度という１年に、５年間をこういうふうに切

り分けた形となりますので、４年度から４年度、最終の１年間と読み替えていただければよ

ろしいかと思います。これで表記は間違いございません。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この表示というのは、これで皆さん正しいと思うけれども、普通負担

行為の、だって、総額が平成30年から令和３年まであって、年間5,940万円、これ４年度と

しておかないと、我々は何が何だか分からないよ。そりゃちょっと考えてもらったほうがい

いよ。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  望月課長。 

○上下水道業務課長（望月新路君） 一応調書につきましては、書式に沿ってやっております

けれども、今議員さんの指摘のとおり、分かりづらいところがあるようであれば、またちょ

っと検討してみたいと思います。すみません、よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 検討してください。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管以外の委員の質疑を終了いたします。 

  これで質疑を終了いたします。 

  これより、本委員会に付託されました議案第40号 令和４年度甲斐市水道事業会計予算
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について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決いたします。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第40号 令和４年度甲斐市水道事業会計予算を終了いたします。 

  ここで、暫時休憩いたします。 

  再開を１時半からといたします。 

 

休憩 午前１１時５４分 

 

再開 午後 １時４０分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  ここでご報告いたします。有泉委員につきましては、早退する旨の連絡がありましたので、

ご了承願います。 

  それでは、会議を再開いたします。 

  続いて、議案第41号 令和４年度甲斐市簡易水道事業会計予算を議題といたします。 

  なお、説明及び質疑は、収入支出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  予算実施計画等により、一括で当局の説明を求めます。 

  望月上下水道業務課長。 

○上下水道業務課長（望月新路君） 午後もよろしくお願いいたします。 

  議案書は155ページになります。 
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  議案第41号 令和４年度甲斐市簡易水道事業会計予算についてご説明いたします。 

  第２条、業務の予定量についてになりますけれども。 

  （１）使用給水栓数は、520栓。 

  （２）年間総給水量は、11万2,336立方メートル。 

  （３）１日平均給水量は、308立方メートルを予定しております。 

  （４）の建設改良事業につきましては、イの配水管整備事業、これにつきましては、４年

度は計上ありません。ロ、施設整備事業2,998万6,000円を予定しております。 

  次に、第３条の収益的収入及び支出、第４条の資本的収入及び支出につきましては、後ほ

ど別冊の令和４年度公営企業会計予算説明書及び予算参考資料ナンバー９により説明させて

いただきます。 

  次に、156ページをお願いいたします。 

  第５条の企業債につきましては、起債の目的、限度額、起債の方法等を定めており、起債

の限度額につきましては、2,990万円と定めるものであります。 

  第６条の一時借入金につきましては、一時的に資金不足を補うための借入金の限度額とし

て、1,000万円と定めるものであります。 

  第７条の予定支出の各項の経費の流用につきましては、営業費用、営業外費用及び特別損

失の理由について定めており、第８条では、職員給与費の流用については議会の議決を得な

ければならない、流用できないということを定めております。 

  第９条では、他会計からの補助金といたしまして、一般会計からの繰入金の額を6,641万

9,000円としております。 

  第10条、棚卸資産購入費限度額につきましては、量水器の購入費として、5,000円を限度

額と定めております。 

  それでは、別冊の令和４年度公営企業会計予算説明書と予算参考資料ナンバー９に沿って

説明させていただきます。 

  公営企業会計予算説明書は、24、25ページをお願いいたします。 

  令和４年度の甲斐市簡易水道事業会計予算実施計画であり、主な内容について説明いたし

ます。 

  まず、24ページの収益的収入及び支出の収入の部になりますけれども、水道事業収益の

予定額につきましては、8,939万1,000円を予定しており、内容としましては、１項営業収

益1,580万2,000円、２項営業外収益7,358万8,000円、３項特別利益1,000円の計上をいたし
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ました。 

  次に、25ページが支出となります。 

  水道事業費用の予定額につきましては、9,404万2,000円を予定しており、内容としまし

ては、１項営業費用8,826万7,000円、２項営業外費用516万8,000円、３項特別損失10万

7,000円、４項予備費50万円を計上いたしました。 

  支出の詳細につきましては、別冊の予算参考資料ナンバー９にて説明いたします。 

  予算参考資料の13ページをお願いいたします。 

  １款水道事業費用、１項営業費用、01原水及び浄水費は、1,326万2,000円を予定し、財

源内訳は全て一般財源です。事業の概要につきましては、清川浄水場保守点検業務委託、水

質検査業務委託などの経費でございます。 

  次に、02配水及び給水費は、554万9,000円を予定し、財源内訳、その他250万9,000円は

一般会計からの事務費繰入金で、残りが一般財源であります。事業の概要につきましては、

簡易水道施設警備・維持管理・保守点検業務委託や漏水等不良箇所修繕等を行う経費です。 

  次の03受託工事費は1,000円で、財源内訳は一般財源です。存置として、1,000円を計上

させていただいております。 

  14ページをお願いします。 

  04業務及び総係費は、915万4,000円を予定し、財源内訳、その他の914万4,000円は一般

会計からの事務費繰入金、給与費繰入金で、残りが一般財源となっております。事業の概要

につきましては、上下水道工務課上水道施設係職員１人分の人件費、検針業務委託、企業会

計システムなどの経費になっております。 

  続いて、05減価償却費は、5,626万2,000円を予定し、財源内訳は全て一般財源です。こ

れは有形固定資産減価償却費であり、現金の支出を伴うものではございません。 

  06資産減耗費は、403万8,000円を予定し、財源内訳は全て一般財源です。固定資産等の

除却費であり、こちらも同じく、現金の支出を伴うものではありません。 

  07その他営業費用は、1,000円を予定し、財源内訳、その他1,000円は一般会計からの事

務費繰入金であります。雑支出に係る費用になります。 

  15ページに移りまして、２項営業外費用、01支払利息及び企業債取扱諸費は、440万

8,000円を予定し、財源内訳、その他の440万8,000円は一般会計からの公債費繰入金であり

ます。財政融資資金８件と縁故債３件等の利子であります。 

  05消費税及び地方消費税は、76万円を予定し、財源内訳は全て、その他の一般会計から
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の事務費繰入金であります。料金収入等の消費税及び地方消費税であります。 

  続いて、３項特別損失、04過年度損失修正損は、10万6,000円を予定し、財源内訳は全て

一般財源です。こちらは、過年度調定減の見込み分などに対応するものであります。 

  05その他の特別損失は、1,000円で、財源内訳はその他の一般会計からの事務費繰入金と

なっております。存置の1,000円の計上であります。 

  続いて、４項予備費、01予備費は、50万円を予定し、財源内訳は全て、その他の一般会

計からの事務費繰入金となっています。 

  それでは、公営企業会計予算説明書にお戻りいただきまして、26ページをお願いいたし

ます。 

  資本的収入及び支出の収入になります。 

  総額は4,825万6,000円を予定しており、内訳としましては、１項企業債2,990万円、７項

補助金1,826万8,000円、８項加入金８万8,000円を計上いたしました。 

  続いて、下段の支出になります。 

  資本的支出の総額は、7,908万4,000円を予定しており、内訳としましては、１項建設改

良費2,999万円、２項企業債償還金4,909万4,000円を計上いたしました。 

  支出の詳細につきましては、別冊の予算参考資料ナンバー９、16ページをお願いいたし

ます。 

  １款資本的支出、１項建設改良費、03量水器費は、4,000円を予定し、財源内訳は全て一

般財源です。量水器２台の新機種購入を見込んでおります。04固定資産購入費は、2,998万

6,000円を予定し、財源内訳、企業債2,990万円は簡易水道事業事業債、その他の2,000円は

一般会計からの建設改良費繰入金で、残りは一般財源です。事業の概要につきましては、漆

戸配水池の緊急遮断弁更新工事、下菅口と第６減圧井の減圧弁更新工事、清川浄水場のろ過

材入替工事、生物監視装置更新工事費を計上いたしました。 

  17ページに移りまして、２項企業債償還金、01企業債償還金4,909万4,000円を予定し、

財源内訳は全て、その他の一般会計からの公債費繰入金であります。事業の概要につきまし

ては、財政融資資金８件と縁故債３件等の償還元金であります。 

  次の棚卸資産限度額5,000円については、量水器２台の購入費です。 

  予算実施計画につきましては以上になります。 

  公営企業会計予算説明書の27ページをお願いいたします。 

  簡易水道事業予定キャッシュ・フロー計算書になります。 
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  太い文字の行となりますが、１、業務活動によるキャッシュ・フローが2,623万7,869円、

２、投資活動によるキャッシュ・フローがマイナス891万6,000円、３、財務活動によるキ

ャッシュ・フローがマイナス1,909万3,812円、下から３行目になりますけれども、資金減

少額177万1,943円を見込み、令和４年度末の資金期末残高583万346円を予定しております。 

  続いて、28ページから31ページは給与費明細書となっており、職員１人分の給料と手当

等の状況となっております。 

  次に、32、33ページは、令和４年度甲斐市簡易水道事業予定貸借対照表、令和５年３月

31日現在になります。 

  資産の部などの部の合計のみ読み上げとさせていただきます。 

  32ページの一番下の行が、資産の部の合計９億6,693万8,750円、33ページに移りまして、

中段よりやや下、負債の部の合計６億1,653万2,161円、資本の部の合計が、下から２行目

になりますけれども、３億5,040万6,589円、負債の部と資本の部を合わせて９億6,693万

8,750円となりまして、32ページの資産合計と一致しております。 

  34ページの令和３年度甲斐市簡易水道事業予定損益計算書、それから、36、37ページは

令和３年度甲斐市簡易水道事業予定貸借対照表になっておりますけれども、令和３年度の決

算見込みによるもので、これを基に令和４年度の財務３表を作成しております。 

  38、39ページに注記、それから、参考資料としまして、40ページに令和４年度の予算構

成図、41ページに主要事業を掲載してございますので、参考にしていただきたいと思いま

す。 

  以上が簡易水道事業会計の説明となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の建設経済常任委員会の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） いつも同じ質問で申し訳ないですけれども、確認です。 

  まず、13ページの01原水及び量水器ということで、水質検査を毎年、委託水質検査です

けれども、この回数というのは例年と同じなんですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  深澤係長。 
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○上水道施設係長（深澤勇也君） 例年と同じように実施をさせていただきます。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） その下の電気料はあれなんだけれども、薬品費とあるんですけれども、

薬品というのは１回というか、検査ごとにどのぐらい使うんですかね。 

○委員長（清水正二君） 深澤係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） すみません、こちらの薬品につきましては、検査の薬品と

いうよりは、塩素とかを、水道なので塩素消毒とかをしなきゃいけないということがありま

すので、そういったものに使用させていただく薬品となっております。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） それがどのぐらい、検査のたびに使うということですか、それとも月

に１回とか週に何回とかと。 

○委員長（清水正二君） 深澤係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） これにつきましては、毎日使うようなものでございます。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ありがとうございます。 

  16ページ、緊急遮断弁ということで、漆戸配水池更新工事とありますけれども、この内

容について、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 深澤係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） 緊急遮断弁は、地震等があったときに配水池の中に水をた

めて非常用に使う、ためておけるというようなために緊急に弁を遮断する、管からの流水を

止めるようなことで設置する遮断弁となっております。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） いわゆるサーモスタットというか、そういうふうなあれということで

すね。 

  その下に、また戻りますけれども、清川の浄水場に、ろ過器の入替工事、これ何回も聞く

んですけれども、毎年じゃなくて、何年ごとにろ過器の入替工事をすると聞いたんですけれ

ども、約２年か３年ぐらいですか。 

○委員長（清水正二君） 深澤係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） 清川浄水場につきましては、開設以来、まだちょっとろ過

材の入替えというものはしておりませんので、これが初めての入替えということになります。 
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○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 前聞いたときは、３年ぐらいで行っているということを私、聞いた認

識があるんですけれども、でも、開設してから初めてということは、かなりの、10年ぐら

いたっているということですね。そうだよね。分かりました。 

  初めは、その下に配水の生物監視装置更新工事とあるじゃないですか。初めは多分、薬品

とか何とかじゃなくて、コイとかメダカを飼っていて、それの検査をしていたということな

んですけれども、この工事というのは、それに準ずるというか、同じようなことも考えてや

るということですか。 

○委員長（清水正二君） 小宮山課長。 

○上下水道工務課長（小宮山 尚君） 清川浄水場につきましては、平見城の上のほうに設置

してありまして、亀沢川の水を取水して、それを浄水して各戸へ配水しているんですけれど

も、先ほど、ろ過器等で水はきれいにするんですけれども、それではろ過し切れない物質が

ある可能性があるんで、今も飼っている、メダカを飼っていまして、その取水した水でメダ

カを飼っていまして、それが生きていれば生物的には安全だと。それがもし、ちょっと死ん

でしまうと、何か危険性があるということで、そういうために生物監視装置ということで、

それ飼っているのをカメラで監視していまして、事務所でこういうふうに見られるようにな

っていますんで、それがちょっと、ずっとやっていたんですけれども、施設が老朽化してい

るんで、今回その装置の更新ということで、今回工事費を計上させていただいております。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 分かりました。 

  当初、設置というか始めたばかりの頃は、上にはそんなに汚染されたものがなくて、その

ままでも飲めるんじゃないかということを聞いていたんですけれども、近年、いろいろな方

策もあるし、いろんなことがあるということで、さらに強化をしていただきたい、そんなふ

うに思います。できれば答弁お願いします。 

○委員長（清水正二君） 小宮山課長。 

○上下水道工務課長（小宮山 尚君） 今ご意見ありましたように、最近はどういうものかと

いう、そういうこともありますので、監視に対しては私どもも十分注意しながら、今後も続

けてまいりたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。よろしいですか。 
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〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管の委員の質疑を終了します。 

  続いて、所管以外の委員の質疑を受けます。 

  質疑ございますか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管以外の質疑を終了いたします。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより、本委員会に付託されました議案第41号 令和４年度甲斐市簡易水道事業会計

予算について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決をいたします。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第41号 令和４年度甲斐市簡易水道事業会計予算を終了いたします。 

  続いて、議案第42号 令和４年度甲斐市下水道事業会計予算を議題といたします。 

  なお、説明及び質疑は、収入支出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  予算実施計画等により、一括で当局の説明を求めます。 

  小宮山上下水道工務課長。 

○上下水道工務課長（小宮山 尚君） 引き続き、よろしくお願いいたします。 

  それでは、令和４年度甲斐市下水道事業会計につきまして説明させていただきます。 

  議会議案書159ページをお願いいたします。 

  議案第42号 令和４年度甲斐市下水道事業会計予算でございます。 

  第２条、業務の予定量でありますが、接続戸数２万4,500戸、年間総処理水量550万3,900
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立方メートル、１日平均処理水量１万5,175立方メートル、建設改良事業としまして、社会

資本整備総合交付金事業４億6,450万円、公共下水道事業9,675万円を予定しております。 

  次に、第３条の収益的収入及び支出、第４条の資本的収入及び支出につきましては、後ほ

ど別冊の公営企業会計予算説明書及び予算参考資料おいて説明させていただきます。 

  160ページ、161ページをお願いいたします。 

  第５条では、債務負担行為の期間及び限度額を定めております。 

  第６条では、企業債の起債の目的、限度額、起債の方法等を定めております。 

  第７条では、一時借入金の限度額を10億円と定めております。 

  第８条では、予定支出の各項の経費流用としまして、営業費用、営業外費用及び特別損失

の項間の流用を定めております。 

  第９条では、職員給与費の流用は議会の議決を得なければならないとしております。 

  第10条では、一般会計からのこの会計への補助を受ける金額を11億6,081万2,000円とし

ております。 

  続きまして、歳入及び歳出につきましては、別冊の公営企業会計予算説明書及び予算参考

資料ナンバー９で説明いたします。公営企業会計予算説明書の44ページ、45ページをお願

いいたします。 

  初めに、収益的収入及び支出の収入でありますが、１款下水道事業収益の総額は、16億

3,744万5,000円を予定しており、内訳につきましては、１項営業収益、２項営業外収益、

３項特別利益となっております。 

  45ページになりますが、次に、支出につきましては、１款下水道事業費用の総額を16億

4,455万円としております。 

  次に、支出の詳細につきましては、予算参考資料ナンバー９で説明させていただきますの

で、予算参考資料の18ページをお願いいたします。 

  収益的支出、１款下水道事業費用、１項営業費用、01管渠費の予算額につきましては、

4,346万4,000円で、財源内訳のその他につきましては一般会計からの繰入金で、残りは一

般財源であります。主な内容につきましては、職員１名分の人件費、積算システムの保守な

ど、下水道台帳システムの保守、マンホールポンプの維持管理費、ポンプ交換の工事費等、

管渠及び公共ますの維持管理費、水洗便所改造助成金などでございます。 

  02受託工事費の予算は、695万1,000円で、財源内訳のその他につきましては受託工事収

益で、残りは一般財源であります。主な内容につきましては、マンホールの高さ調整等の工
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事であります。 

  03業務及び総係費の予算額は、１億4,375万7,000円で、財源内訳の国・県支出金につき

ましては国からの補助金、その他につきましては一般会計からの繰入金で、残りは一般財源

でございます。 

  主な内容につきましては、18ページから19ページとなりますが、職員５名分の人件費、

下水道使用料徴収業務委託としまして、甲斐市水道事業分と甲府市の上下水道局分となりま

す。また、ストックマネジメント修繕改築計画策定及び下水道使用料改定に伴う業務委託料、

企業会計システムの保守委託料及びリース料、受益者負担金一括納付報奨金などでございま

す。 

  次に、04の流域下水道維持管理費の予算額は、４億2,352万8,000円で、財源内訳は全て

一般財源でございます。内容につきましては、釜無川流域下水道施設維持管理に係る負担金

であります。 

  05減価償却費の予算額は、８億2,503万2,000円で、財源内訳は全て一般財源であります。

内容につきましては、有形固定資産及び無形固定資産の減価償却費でございます。 

  06資産減耗費の予算額は、1,000円で、財源内訳は全て一般財源であります。内容につき

ましては、固定資産等の除却費でございます。 

  07その他営業費用の予算額は1,000円で、財源内訳は全て一般財源であります。内容につ

きましては、雑支出でございます。 

  20ページをお願いいたします。 

  引き続き収益的支出になりますが、２項営業外費用、01支払利息及び企業債取扱諸費の

予算額は、１億8,420万5,000円で、財源内訳のその他につきましては一般財源からの繰入

金で、残りは一般財源であります。内容につきましては、下水道事業債と一時借入金の利子

であります。 

  03雑支出の予算額は、1,000円で、財源内訳は全て一般財源であります。内容につきまし

ては、雑支出となっております。 

  05消費税及び地方消費税の予算額は、1,600万円で、財源内訳は全て一般財源であります。

内容につきましては、消費税及び地方消費税の納付金でございます。 

  ３項特別損失、04過年度損益修正損の予算額は、61万円で、財源内訳のその他につきま

しては、一般会計からの繰入金、残りは一般財源であります。内容につきましては、過年度

調定減の見込み分や貸倒れ損失などに対応するため、計上させていただいております。 
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  ４項予備費、01予備費の予算額は、100万円で、財源内訳は全て一般財源であります。内

容につきましては、予備費とさせていただいております。 

  ここまでが、収益的収入及び支出の説明となります。 

  続きまして、公営企業会計予算説明書へ戻っていただきまして、46ページをお願いいた

します。 

  こちらは、資本的収入及び支出の収入でございますが、１款資本的収入の総額は、10億

8,030万7,000円を予定しており、内訳につきましては、１項企業債、４項負担金、５項国

庫補助金、７項補助金となっております。 

  次に、支出につきましては、１款資本的支出の総額を16億1,770万5,000円としており、

支出の詳細につきましても、予算参考資料ナンバー９で説明させていただきますので、参考

資料の21ページをお願いいたします。 

  資本的支出、１款資本的支出、１項建設改良費、01建設工事費の予算額は、５億7,998万

4,000円で、財源内訳の国・県支出金は下水道整備に伴う国からの補助金、企業債につきま

しては公共下水道整備事業の起債であり、その他につきましては一般会計からの繰入金、残

りが一般財源であります。主な内容につきましては、職員２名分の人件費、下水道整備に伴

う実施設計業務委託など、工事関係では、管渠布設工事12路線、田富町敷島線整備に伴う

下水道関連工事、管路施設の耐震化工事、公共汚水ます設置工事、工事に伴う移設補償費な

どでございます。 

  03流域下水道建設負担金の予算額は、6,597万4,000円で、財源内訳の企業債につきまし

ては、流域下水道整備事業の起債であり、その他につきましては一般会計からの繰入金、残

りは一般財源でございます。内容につきましては、釜無川流域下水道建設負担金で、甲斐市

の負担率は27.8975％でございます。 

  ２項企業債償還金、01企業債償還金の予算額は、９億7,174万7,000円で、財源内訳の企

業債につきましては公共下水道整備事業の起債であり、その他につきましては一般会計から

の繰入金、残りは一般財源であります。 

  下水道事業会計予算の収入及び支出の説明は、ここまでとなります。 

  続きまして、下水道事業の予定キャッシュ・フロー計算書、給与の明細、予定貸借対照表

について説明いたしますので、公営企業会計、予算説明書の47ページをお願いいたします。 

  こちらは、令和４年度下水道事業予定キャッシュ・フローの計算書でございます。１、業

務活動によるキャッシュ・フローは、表中段の太字になりますが、５億670万5,068円、２
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の投資活動によるキャッシュ・フローは、その下の太字になりますが、マイナス7,120万

5,198円、３、財務活動によるキャッシュ・フローは、下から４行目、マイナス４億5,534

万6,585円で、これらにより、資金減少額は、下から３行目となりますが、1,984万6,715円

を見込んでおり、令和４年度末の資金末残高は6,006万5,271円を予定しております。 

  続きまして、48ページから51ページには、職員の給与明細等を表記してございます。 

  また、52ページは、債務負担行為に関する調書になります。 

  54、55ページは、令和４年度下水道の予定貸借対照表になります。まず、資産の部の合

計は、一番下になりますが、271億1,195万6,393円となっており、55ページになりますが、

負債の部の合計が、中段の二重線で223億9,890万4,427円、資本の部の合計が、下から２行

目になりますが、47億1,305万1,966円となっており、負債の部の合計と資本の部の合計を

合わせますと、負債資本の合計、一番下の行になりますが、271億1,195万6,393円となり、

資産の部の合計と一致しております。 

  続きまして、56ページには令和３年度の下水道事業予定損益計算書、58ページ、59ペー

ジには令和３年度の予定貸借対照表を記載しており、これらは令和３年度の決算見込みによ

るもので、これらを基にしまして、令和４年度の財務３表を作成しておりますので、ご確認

お願いいたします。 

  60ページ、61ページには下水道会計における注記を記載しており、62ページ、63ページ

には参考資料としまして、下水道事業会計の予算構成図、主要業務等を記載しております。 

  以上で、下水道事業会計の予算説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の建設経済常任委員会の質疑を受けたいと思います。 

  質疑ございますか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管の委員の質疑を終了します。 

  続いて、所管以外の委員の質疑を受けたいと思います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、所管以外の委員の質疑を終了いたします。 
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  これで質疑を終了いたします。 

  これより、本委員会に付託されました議案第42号 令和４年度甲斐市下水道事業会計予

算について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決いたします。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第42号 令和４年度甲斐市下水道事業会計予算を終了いたします。 

  以上で、本委員会に付託されました議案の審査は全て終了いたしました。 

  委員各位におかれましては、５日間にわたる慎重審査、誠にご苦労さまでした。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（清水正二君） 以上をもちまして、予算審査特別委員会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ２時２０分 

 


